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日本海上越沖海鷹海脚におけるＡＤＣＰによる海水柱の流向流速分布測定

A full current profile measurement by ADCPs at Umitaka Spur off Joetsu region, eastern
Japan Sea
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海底の活動的な冷湧水系等から供給されるメタンフラックスを定量的に把握することを目的に、海底からの活発なメタ
ンガス噴出が観測されている当該海域で、淡青丸 KT-06-26調査航海において、海面から海底までの流向流速分布、CTD、
海水中のメタン濃度の系統的観測を実施した。
このうち、流向流速分布の測定では、３台の ADCP（音響式ドップラー流向流速計。測定レンジ 180m×２台と測定

レンジ 120m×１台）を組み込んだ係留システムを水深 910mの海底に設置し、海底面上 20mから 500mまでの流向流
速分布を計 58時間測定した。同時に、淡青丸の船底艤装 ADCP（最大レンジ 700m。通常は深さ 400～500m程度まで有
効）による海面からの流向流速分布測定も実施し、これらデータの組み合わせによって、海底から海面までの流れ場を
把握した。また、係留システムの最上部には 2台の三次元流速計も組み込み、船底艤装 ADCPのデータを補強すること
にした。図に繋留系を示す。


